
２３-２４年度補助金管理セミナー 
 ２０２３年１月２８日（土）TKP ガーデンシティー千葉にて２３-２４年度補助金管理セ
ミナーを実施しました。 

会場と ZOOM のハイブリッド会議で会場
出席者１３２名、ZOOM 出席者１０６名
の参加者が集まり行うことができました。 
 
司会進行は財団資金管理・寄付推進委員会
委員長 堀内正人により進められました。 
 
 
セミナーの開催にあたり、 
ガバナー小倉様よりご挨拶がありました。 
 
 
 
 
 
 
 
ARRFCの梶原様よりご挨拶がありました。 
 
 
 
 
 
 

 
ガバナーエレクトの鵜沢様よりご挨拶が
ありました。 
 
 
 
 
 



 

 

13:30  ロ ー タ リ ー 財 団 統 括 委 員 長 挨 拶            

ロータリー財団統括委員長 漆原 摂子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1905年 ロータリークラブ創設

1917年 国際RC連合会（後のRI）会長
アーチ・C・クランフ
国際大会で寄付による基金を提唱

⇒26ドル50セントが集まる
1928年 基金が5,000ドルに

⇒ロータリー財団として独立した別機関となる

1930年 ロータリー財団初の補助金500ドルが
身体障害児童保護国際協会へ寄贈

1947年 ポール・ハリス逝去

⇒追悼募金が130万ドルに達する
初の財団プログラムとして

「高等教育のための奨学金制度」開始



 

「補助金の申請・審査と管理の説明」                 

13:45  地区補助金申請について       地区補助金プロジェクト委員会 委員長 平野 伸一  

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 申請～報告までのスケジュール
「地区補助金財務管理計画規定」について

MOU内で作成が義務付け

作成後は各クラブにて保管

地区委員会への提出は不要です

書式は地区ホームページから
ダウンロード可能となります



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

14:05  グローバル補助金申請についてグローバル補助金プロジェクト委員会 委員長 神 正臣  

今年度グローバル補助金プロジェクト委員会、委員

長を拝命致しました、神 正臣です 

 

所属クラブは、柏南ロータリークラブです 

 

今回はグローバル補助金の申請についてお話させ

て頂きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

グローバル補助金の申請

2023年 1月28日 2790地区 2022-23年度
ロータリー財団セミナー
ロータリー財団統括委員会
グローバル補助金プロジェクト委員会

補助金とは︖（ロータリー財団の使命）

ロータリアンが、人々の健康状態を
改善し、教育への支援を高め、
貧困を救済することを通じて、
世界理解、親善、平和を
達成できるようにすること



 

更に GG の使用条件です 具体的には 

 

【MOU の締結】【補助金管理セミナーへの参加】【地区

による追加要件を満たす】   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

始めに「グローバル補助金の使用条件」に付いてです 

 

GG は 援助国 と 実施国のつまり２つのロータリーク

ラブの協力が必要です 

 

 

 

 

更に GG の使用条件です 具体的には 

 

【MOU の締結】【補助金管理セミナーへの参加】【地

区による追加要件を満たす】   

 

 

 

次に 「グローバル補助金の要件」ですが 

・重点分野に該当すること ※１ 

・持続可能で活動成果が長期的に持続すること 

・測定可能な目標を持っていること 

・事前に地域社会のニーズを調査すること 

・ロータリアンと地域社会の人々の積極的参加 

・「授与と受諾の条件」の遵守(じゅんしゅ)(P103)  

７つの重点分野
1、平和構築と紛争予防

2、疾病予防と治療

3、水と衛生

4、母子の健康

5、基本的教育と識字率向上

6、地域社会の経済発展

7、環境

・MOU（覚書）の同意

・補助金管理セミナーへの参加

※双方が参加資格の認定を受ける事が必要

・地区による追加要件を満たす

グローバル補助金の使用条件

グローバル補助金の要件

・重点分野に該当すること
・持続可能で活動成果が長期的に持続すること
・測定可能な目標を持っていること
・事前に地域社会のニーズを調査すること
・ロータリアンと地域社会の人々の積極的参加
・「授与と受諾の条件」の遵守



 

 

 

 

 

 

  

 

 

DDF拠出とか、WF上乗せ金とか、この辺りが分かりず

らいという事で、こちら資金計算表です。マイロータリ

ー内で開く事が可能です。 

実際私がケニアプロジェクトをやった時にも使いました 

此処に其々の DDF 拠出、クラブ拠出を入力すると自

動で総額を計算してくれます 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

申請時期

グローバル補助金は地区補助金とは異なり

いつでも申請可能、地区財団の審査を経て

MyROTARYからＴＲＦに直接申請する、

申請が受理された順にTRF審査が行われる

ロータリー補助金のライフサイクル

申請

人道的プロジェクト
・実施国・地域のロータリークラブとの協力が得られ、
申請要項を満たしていれば、原則として申請手続きを行う。

・グローバル補助金プロジェクトは申請クラブの事業であり、
地区ロータリー財団委員会は実施内容には関与せず、支援のみを行う。

申請書の作成 提唱者／地区の承
認

提出 財団の承認 終了

ロータリー会員が
プロジェクト、
奨学金、職業研修
チームの計画を立
て、オンラインで
補助金申請書に入
力します。

クラブと地区の
リーダーが申請書
を確認し、これを
承認します。

補助金の提唱者が
申請書をロータ
リー財団に提出し

ます。

ロータリー財団が
補助金を承認した
ら、補助金の支払
いが行われます。

会員がプロジェク
トを遂行し、活動
や留学が終わって
補助金が終了する
まで毎年、財団に
報告書を提出しま

す。



 

 

 

 

以上、グローバル補助金の申請について



14:20  地区補助金の審査について       奉仕プロジェクト統括委員会 委員長 藤崎 泰裕 

14:35  ラーニング：クラブの資格認定 （ビデオ 5：38） 末尾に記入 

14:45 休憩 

「財団プログラムの説明」 

15:00  財団奨学生について                奨学生学友委員会 委員長 藤崎 康人 

 
それでは、奨学生・学友委員会の方から、ロータリー財団奨学生の補助金での奨学金の申請
についてご説明をさせていただきます。 
私は委員長を仰せつかっております折田と申します。どうぞ、よろしくお願いいたします。 

 
まず、応募方法についてご説明いたします。 
R 財団セミナーでもお話いたしましたが ご覧のような「海外派遣」奨学生 募集のポスタ
ーを、すでに県内の約５0 の大学に配布をさせていただいております。 
更には、 2790 地区公式ホームページ等にも掲載し、幅広く優秀な人材に応募していただく
よう、ご案内をさせていただいております。 
 この後、ご説明しますが、具体的な、応募要項 及び 申請書等につきましても、 2790
地区公式ホームページからダウンロードできるようにしてありますので、そちらからお願
い致します。 
スライドにもございます通り、2023-24年度の募集人数につきましては、グローバル補助金
奨学生が３名、地区補助金奨学生が１名の予定です。 
 それから、クラブへ複数の応募がありましても、クラブから推薦できる奨学生は、地区補
助金奨学生か、グローバル補助金奨学生か、どちらか 1 名のみで複数の推薦は出来ません
ので、予めお伝えさせていただきます。 
奨学金の金額ですが、グローバル補助金奨学生の支給金額が 40,000 ドル、地区補助金奨



学生が 20,000 ドルとなっております。原則として、奨学金の支給が決定すると、その時点
でのドル円レートにより、日本円で相当額が各クラブの専用口座に振り込まれることにな
っています。 
 

 

 スライド変わりまして、まず、奨学金制度の種類についてご説明をさせていただきます。 
 皆様のお手元には、予め発送済みの財団ハンドブックをお持ちの方と、そうでない方がい
らっしゃるかも？しれませんが、お手元にお持ちであるという前提でお話をさせていただ
きます。 
尚、このパワーポイントは、後ほど地区ホームページにも掲載されますので、そちらから

もご覧になることができます。 
お持ちの方はページを開きながらお聞きいただきたいと思います。 

それでは、 スライドに表示されておりますように、奨学金につきましても、ロータリー財
団の 補助金制度の一環でございまして、ロータリークラブは、一つには財団ハンドブック
17 ページから始まる地区補助金での奨学金 と、今一つには 24 ページから始まるグロー
バル補助金での奨学金の 2 種類を使うことが出来ます。 
申込者 並びに 推薦クラブのご担当者様には、申請要項及び参考資料 46 ページ「重点分
野の基本方針」や 59 ページ「補助金の授与と受託の条件」等を熟読していただく必要がご
ざいます。 



 

 
スライド変わりまして、財団ハンドブック P17～19、24～26をご覧いただきますと、２種
類の奨学金での申請要項がございます。  
 共通項目として、奨学金の 目的、種類と内容、申請資格、条件、推薦クラブ、申請手順、
提出書類、選考会の流れ などの 説明を順に記載しております。 
２種類の奨学金の申請要項につきまして、時間の関係で、すべてを ご説明する時間がござ
いませんので、大事なポイントになるところのみを ピックアップして ご説明させてい
ただきます。 
何卒ご了承願います。 
 説明できなかった部分につきましては、各自で、ご精読いただくようお願い致します。 
 

 
まず、スライドにありますように、地区補助金奨学生の選考にあたりましては、財団ハンド
ブック 17 ページに地区補助金での奨学金の目的が書かれておりますけれども、この目的に
沿ってロータリーの理念とロータリー財団の使命に即した修学と奉仕を志す,地区補助金奨
学生を募集し選抜させていただきます。 
 また、地区補助金での奨学金は、グローバル補助金と違い、推薦するロータリークラブが
主体で行う地区補助金事業です。現在、この補助金の諸条件については、地区の裁量で決め



ております。 

 
 スライド変わりまして、今一つの、グローバル補助金奨学生の選考にあたりましては、財
団ハンドブック 24ページに グローバル補助金での奨学金の目的が書かれておりますけれ
ども、この目的に沿ってロータリー財団が定めた７つの重点分野のいずれかに合ったキャ
リアを目指し、海外の大学院 または 大学院レベルの研究機関の研究目標もそれに沿っ
ており、自分の研究と活動をロータリーの最終目的である「国際理解と世界平和」に生かす
意欲のある グローバル補助金奨学生を募集し 選抜させていただきます。 
 また、グローバル補助金での奨学金は、海外側の実施側クラブと当地区側の援助側クラブ
が協力して行うグローバル補助金事業です。つまり、この 2 つのクラブが主体となり行う
事業です。 

 
 スライド変わりまして、これも大事なところですが、具体的に、当地区における地区補助
金での奨学金の種類と内容についてご説明いたします。 
 17 ページの表からご説明いたしますと、 
・まずはじめに、分野としましては、研究分野は問いません。 
・次にこの奨学金の種類としましては、海外の大学または大学院で 1 年間学んでいただく
ための奨学金です。 
 対象者は、新学期から、就学を開始する方を対象としております。 
・次に支給金額、つまり、授与する奨学金の上限額としましては、米ドルで 20,000 ドルで

■地区補助金での奨学金の種類と内容 P17

分 野 ：

奨学金の種類 ：

支給金額 ：

派遣国 ：

派遣年度 ：

募集人数 ：

研究分野は問わない

海外の大学または大学院で1年間学ぶための奨学金

20,000ＵＳドル（旅費を含む）

世界のロータリークラブ所在国

2023年９月1日～2024年6月30日の間に就学し
ていただきます。
１名



ございます。 これには旅費も含みます。 
・次に派遣国としましては、世界のロータリークラブの所在国となります。 
・次に派遣年度並びに派遣期間としましては、2023 年９月 1 日～2024年 6月 30 日の間に
就学をしていただきます。 
・次に募集人数としましては、１名となっております。 
以上が、地区補助金での奨学金の種類と内容です。 
  

 
 スライド変わりまして、これも同じく大事なところですが、具体的に、当地区におけるグ
ローバル補助金での奨学金の種類と内容についてご説明いたします。 
 24 ページの表からご説明いたしますと、まずはじめに、分野としましては、７つの重点
分野であります。平和構築と紛争予防、疾病予防と治療、水と衛生、母子の健康、基本的教
育と識字率向上、経済と地域社会の発展、環境のいずれかの分野のキャリアを目指し、海外
の大学院又は大学院レベルの研究機関で学ぶことが条件です。（大学院レベルの研究機関に
ついては P32～33のQ＆A をご覧下さい。） 
・次に、この奨学金の給付としましては、１年から最長４年までです。 
・次に、支給金額、つまり、授与する奨学金の上限額としましては、米ドルで４0,000 ドル
でございます。 これには旅費も含みます。 
・次に、派遣国としましては、世界のロータリークラブの所在国となります。 
・次に、派遣開始日としましては、2023 年 7月１日～2024年 6 月 30 日の新学期から開始
していただきます。 
・次に、募集人数としましては、３名となっております。 
以上が、グローバル補助金での奨学金の種類と内容です。 



 
 スライド変わりまして、続いて、共通項目として申請手順についてご説明いたします。 
・スライドをご覧いただきたいのですが、左から順に行きますと、公募開始は 2023/1/15か
らとなっており、申込者からはすでに各クラブへの受付が始まっております。 
  ※申請要領 並びに 応募書類は、地区のホームページからダウンロードして下さい。  
・次に、申込にあたりましては、申込者は、2/28 までに、本籍、居住地、職場、大学等の
いずれかの所在地に所在するロータリークラブに、推薦クラブとして、応募書類を提出して
いただくことになります。 
   申込者から各クラブへの応募書類の締め切りは、地区補助金での奨学金、グローバル
補助金での奨学金 ともに、2/28 でございます。 
 尚、申込者から直接、地区財団委員会への申請はできません。あくまでも推薦クラブがロ
ータリー財団への申請者です。 
 申込者が最寄りのロータリークラブを探す場合は、2790 地区ガバナー事務所ホームペー
ジに、クラブ情報の一覧が掲載されておりますので、そこから確認することが出来ます。 
・次に、推薦クラブからは、地区財団委員会の方へ 3/15（必着）で、申請書 並びに 推
薦書 の提出をお願いします。 
・次に、地区財団委員会での 奨学生選考会は、4 月 23 日を予定しております。この際に
は、推薦クラブも選考の対象と致します。 
また、推薦クラブとして補助金を申請する際には、参加資格として、補助金管理説明会出席
と MOU が必要です。参加資格がない場合申請できませんのでご注意下さい。 
  尚、直接電話等による、お問い合わせには、お答えしておりませんので、お問い合わせ
につきましては、ポスターに掲載されております、ロータリー財団委員会「奨学生担当」の
メールアドレスから、お問い合わせいただくようにお願いします。 



 

スライド変わりまして、最後に成りますが、選考会後の流れについてご説明させていただき
ます。 
・４月 23 日に面接・選考会を予定しております。 
・合否の判定結果は、財団委員会の中で厳正な審査をして、面接終了後１週間以内を目安に、
担当委員会の方からご連絡させていただきます。 
 但し、ここで言う合格は、派遣奨学生候補としての合格という事に成りまして、「出席義
務になっている、出発前オリエンテーションに出席し、手続きをすべて完了した段階で、晴
れて正規の奨学生となります。」せっかく派遣奨学生候補になりましても、出発前オリエン
テーション（5 月以降に予定）に欠席しますと失格と致します。 
 以上、速足になりましたが、持ち時間が来ましたので、これを持ちまして、奨学生・学友
委員会からのご説明を終わらせていただきます。 
15:15  ポリオプラスについて                R ポリオプラス委員会 委員長 松永 達人 

 

ポリオのない世界に
向けて

国際ロータリー第２７９０地区
ポリオプラス委員長 松永達人（富里RC）

ポリオという伝染病とは

ポリオ（急性灰白髄炎）（小児まひ）は非常に感染性
が高い伝染病であり特に感染しやすいのは5歳未満の子供
です。神経を侵して永久的な筋力低下やまひを引き起こ
す命にかかわることのある病気です。現在のところ感染
したら治療法はありませんが、ワクチン投与によって予
防は可能です。日本では１９８０年を最後に発症は確認
されていません。しかし、世界中での感染を根絶しない
限り、今後１０年の世界での年間発症数は２０万件に上
ると予想されています。

ポリオの発症が世界のどこかで起
きている限り、感染の危険は世界中
の子供たちに及ぶことになります



 

 

 

 

 

 

 

たくさんのロータリアンが参加



 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

国のトップへの依頼

ポリオ根絶への理解、
応援をいただくべく
依頼のため訪問

内閣総理大臣岸田首相へ



 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

15:30 平和フェローについて           R 平和フェローシップ委員会 委員長 森正 浩造 

ビデオ放映 

 

 



ロータリー平和フェローシップは、平和の推進と紛争解

決に貢献するリーダーを育成するためのロータリー財

団奨学金プログラムです。 

「世界平和の構築」は国際ロータリーが最優先課題とし

て掲げる「ポリオ撲滅」に次ぐ重要プログラムとされてお

ります。 

 

残念ながらまだまだ世界各地で紛争は起きています。

中東・アフリカが多いです。 

また、昨年アフガニスタンから米軍の撤退後も今日まで

テロが頻発しています。 

更には今年 2 月ロシアによるウクライナ侵攻以来、安全

保障分野においては歴史的な転換点を迎えています。 

紛争とは無縁だった日本も、昨今は尖閣諸島にて領

海・領空が頻繁に脅かされる状況となっています。 

1868 年(明治元年)〜1947 年(昭和 22 年)の生涯で 2

度の世界大戦を経験し、平和に対する思い入れが強か

った事を踏まえ、RI とロータリー財団は、 

持続可能な平和の構築をビジョンとして掲げ、平和構

築、紛争解決、紛争予防に貢献できる平和構築者の世

界的ネットワークを築くために、 

没後 50 年を記念して 2002 年にこのプログラムを開始し

ました。 

当初はロータリー大学の設立を企画したそうですが形を変え、2002 年、研修施設として世界各地

の教育機関に「ロータリー平和センター」を設置することとなりました。 

従来よりロータリーは世界平和・親善を謳ってきましたが、ここまで平和実現にはっきりと踏み込ん

だプログラムは初めてであります。 

 

ロータリー平和センターは世界に 7 つあり、8 つの大

学に設置されています。  

 

このうち 5 つのセンターでは、平和と開発に関する修

士号取得プログラムを提供しています。  

デューク大学およびノースカロライナ大学チャペルヒ

ル校（合同で一つの平和センターを運営）（米国）  

国際基督教大学（日本）  

ロータリー平和フェローシップ

ポール・ハリス
１８６８－１９４７



ブラッドフォード大学（英国） 

クイーンズランド大学（オーストラリア）  

ウプサラ大学（スウェーデン） 

 

残る 2 つの平和センターでは、平和と紛争研究に関する専門能力開発修了証取得プログラムを

提供しています。 

・チュラロンコン大学(タイ) 

・マケレレ大学(ウガンダ) 

毎年、修士号プログラムと専門修了証プログラムを

合わせて最高 130 名が平和フェローとして選出さ

れます。  

修士号プログラムでは、若いプロフェッショナルが対

象となり、毎年最高 50 名が選ばれます。このプログ

ラムの期間は 15 カ月から 24 カ月となります。 

 

専門修了証プログラムでは、経験豊かなプロフェッ

ショナルが対象となります。年間で合計 80 名となり

ます。いずれのセッションでも、期間は 1 年間となります。  

ご覧の通り、他の奨学金制度とは異なり、平和構築に

直結する人材の早期育成を目指した内容となって居ま

す。 

先ほどのビデオでも説明ありましたが、フェローに選抜

されるのは大変に難関であり、 

選ばれたフェローの方々は非常に優秀な人ばかりで

す。 

 

フェローシップの資金は、やはり我々ロータリアンか

らの寄附金で賄われています。 

毎年、日本全国のロータリアンから 1 人 15 円の寄

付をいただいた約 130 万円を 

核被爆国日本ならではのプログラムである、広島研

修旅行に使われます。 

 

 

 

 



 

 

第 2790 地区では毎年 25,000 ドルを DDF(地区財

団活動資金)から寄贈しており、当地区は平和推進

地区に指定されています。 

 

 

 

 

 

日本の平和センターのご紹介です。東京三鷹の国

際キリスト教大学に設置されています。 

 

 

 

 

 

 

このプログラムの推進のため、東京 2 地区(2750/2580)、神奈川 2 地区(2590/2780)、埼玉 1 地区

(2770)、そして我々第 2790 地区の 

計 6 地区が「ホストエリア」を構成しており、分担し

てフェローの世話を受け持って居ます。 

年４回、東京芝公園にあります第 2750 地区ガバ

ナー事務所等がある黒龍芝公園ビルに各地区の

平和フェロー委員が集まり 

「ホストエリア連絡協議会」を開催しています。 

他県のロータリアンと繋がりを持てる大変有益な

機会であります。 

 

ホストエリアの仕事は、来日したフェローと、カウ

ンセラーをお願いするロータリアンに向けたオリ

エンテーション開催に始まり、 

フェローの住居手配、生活の困りごと対応などで

す。 

毎年の行事として最大のものは、核被爆国なら

ではのプログラムである広島研修旅行でありま



す。 

その他、各地区持ち回りで日本文化を知るレクリエーション的な交流会を開催しております。 

毎年 6 月にフェローの研究発表を兼ねた年次セミナーと、卒業祝賀会が開催されます。 

 

 

毎年 6 月にフェローの研究発表を兼ねた年

次セミナーと、卒業祝賀会が開催されます。 

 

 

 

 

 

 

 

19 期生、カウンセラー、ICU ロータリー平和センター長、ホストエリア連絡協議会役員のメンバー、

ロータリー平和センター広報アンバサダーの方々 

 

幅広い年齢・経歴の方がいるのも平和フェローの

特徴で、19 期生のオリヴィアさんは元ユニセフ職

員です。 

残念ながら 19 期生はコロナ渦により 1 名しか来日

できていません。現在皆さんオンラインで受講され

ていました。 

 

過去に来日したフェローの中には紛争当事国の方もいます。実際、目の前で親類が反政府ゲリラ

に殺害されたというような経験を持つ方もいて、 

そういう方の「自国の治安を少しでも改善したい」という意気込み・想いは並々ならぬものを感じまし

た。 



プログラム参加申請手続きでは、地元のロータ

リー地区と協力する必要があります。 

簡潔に述べておきます。   

 

申請受付は 2 月から開始、5 月 15 日締め切り

です。 

申請者は地区、地元クラブと連絡を取りながら

手続きを進めて下さい。 

地区による推薦を得た後、7 月 1 日までに地区

からロータリー財団に申請書を提出します。  

7 月から 10 月にかけて、ロータリアンと提携大学の代表者からなる平和センター委員会による選

考が行われます。 

結果は 11 月に通知されます。フェローとして選ばれたら、各大学への入学申請を行います。  

 

 

以上、ご清聴ありがとうございました！ 

 

 

 

 

 

 

 

14:35  ラーニング：クラブの資格認定 （ビデオ 5：38）  

クラブの資格認定については財団室が作成したラーニングビデオがありますので上映させ
ていただきます。 

11 月に神戸で開催されたロータリー研究会で使
用したロータリーカードの資料で説明させてい
ただきます。 
 
 
 
 



ロータリーカードの歴史は 2000 年にアメリカ
で VISA のロータリーカードができました。 
日本では 2003 年オリコのロータリーカードが
できました。 
現在はダイナースカードも加わっています。 
 
 
ロータリカードの利用額は 20-21 年度コロナ
により利用額が減りましたが、21-22 年度はコ
ロナ前より利用額が増えています。 
 
 
 
ポリオ根絶への活動資金額も 21-22 年度は
1021万円と増えています。これは各地区に推
進委員を設置したことによります。 
 
 
 
 
クラブカードの利用は特に 
人頭分担金、例会の会場費など 
わざわざ銀行に振り込みにいかなくてよく振
込料もいらないので利用価値があります。 
 
 
 

地域ロータリーカードコーディネーターはロ
ータリー章典 29.010 地域リーダーには含まれ
ませんが日本では独自な取り組みをしていま
す。地区リーダーの地域と同じ、千葉県は第 1
地域に所属しています。 
 



 
第１地域は 14地区あり 2790地区の推進委員
はロータリーポリオ委員会委員長の松永さん
が兼任しています。  
 
 
 
 
地区進委員の活躍によりダイナースクラブ
カードの利用が前年比８６％アップしまし
た。 
 
 
 
 

 
21-22 年度オリコロータリーカードのクラブ利
用実績の発表がありました。 
第 1地域の 1 位は柏西クラブでした。 
水野さんが登壇し、RI 会長から表彰を受けまし
た。 
 
 
 
21-22 年度ダイナースロータリーカードのク
ラブ使用実績の発表がありました。 
第 1地域第 2 位は千葉クラブでした。 
 
 

 
 



21-22 年度ダイナースロータリーカード
の地区使用実績の発表がありました。 
第 1 地域は 2790 地区で小倉ガバナーが
登壇し表彰を受けました。 
 
 
私は地区・クラブのダイナースロータリ

ーカードは年会費無料で会長・委員長が変わ
る 1年単位で契約できます。 
単年度に大きな金額を支払うとこカードを
使用すれば振り込み作業と振込料がかから
ないでポリオにも寄付ができるので推奨い
たします。 

 
15:45 質疑応答 

ガバナーより：奉仕プロジェクト統括委員会の「TSUNAGU」は地区補助金と連動しているのか？ 

統括副委員長：国際奉仕委員長からのお話では３月末に申請し４月に審査を行うと聞いています。

その為、地区補助金審査より少し遅いため別々のもの考えてほしい。連動させるためには地区補

助金審査より早めに「TSUNAGU」を審査すれ今後連動できると思う。 

 

パストガバナーより：人道的国際奉仕の自己資金３０万円に対して補助金６０万円はなんでなくなっ

たか？ 

統括副委員長：人道的国際法奉仕の特別措置は時限的に補助金を使用を活性化するもので、 

今回アンケートの結果、一律補助金の上限をあげることの意見が多かった。 

パストガバナー：小さなクラブが大きなプロジェクトができり対応をお願いしたい。 

統括副委員長：今後検討させていただきます。 

 

16:00 注意事項のお知らせ（重要事項） 

１） MOU を提出してないクラブは、鵜沢ガバナー事務所に提出してください。 

２） 車で来られた方は受付にある、無料駐車券を受領してください。 

 

16:05 総括と点鍾                        ロータリー財団統括委員長 漆原 摂子                           



補助金管理セミナー出席表

G クラブ名 会場 オンライン 2022-23クラブ会長 2023-24クラブ会長 2023-24クラブ財団委員長 その他 MOU 地区委員

市川 2 佐脇　浩 池田　龍二
市川東 3 1 上杉 健志 黒田　和宏 幹事　本田真郷 遠藤　敏雄
市川南 1 1 長井　弘亘 荒井　正晴 ○
浦安 1 1 福田　秀人 周藤　行則 ○
市川シビック 2 3 大塚　惠二 井上　喜久男 長谷川泰士 奉仕　宮本　勇人 山﨑AG
浦安ベイ 2 月居　竜吾 大塚　孝典
船橋 1 1 清水　孝 廣田　健治 ○
船橋西 3 中村　亮 前田　昌夫 嘉規　洋 ○
鎌ヶ谷 3 高田　洋志 大澤　茂 長濱　芳一
船橋東 1 2 中村　和一 三須　榮光 鈴木　恭浩
船橋南 1 平野　信夫
船橋みなと 1 2 成井　道也 中野　洋介 ○
千葉 1 2 川﨑　鉄男 鈴木　定徳 櫻井　真人
新千葉 3 中山　雅照 稲葉　良一 幹事白鳥真　
千葉西 2 1 花嶋　実 長坂　圭将 花嶋　実（兼） 海寳AG
千葉中央 3 柳　相照 松本　俊英 矢野憲治
千葉幕張 3 1 尾形　文貴 始平堂　玄昌 原　啓介 髙橋　潤一
千葉東 2 江上　俊彦 田中　仁一 江上　俊彦（兼） ○
千葉若潮 3 原田　宗広 村田　秀樹 原田　宗広（兼） ローターアクト清水　隆
千葉南 2 水野　浩利 幹事　今井　太志
市原 2 石井　亮介 檜垣　昌宏
千葉港 1 3 林　正弘 髙橋　英雄 鈴木　芳明 船木　幹夫 ○
市原中央 1 宮田　元 ○
千葉北 1 𠮷𠮷田　武司
千葉緑 1 1 永杉　隆介 長谷部　進
木更津 2 大村　富良 大川　健士 ○
上総 1 野村AG
富津中央 1 1 須藤　隆 若鍋　武良 須藤　隆（兼任） ○
木更津東 2 1 大里　光夫 堀内　正人（財団） 近藤　直弘
君津 4 福田　順也 中野　賢二 髙橋雄一、佐々木昭博
袖ヶ浦 ○
富津シティ 1 2 その他委員　阿部　信一 和田　充敏 立石　泰文
館山 1 利田　秀男
鴨川 3 渡辺　淳一 伊藤　正人 奉仕　亀田　美穂 ○
勝浦 2 青少年　水野　正則 ○ 中村AG
千倉 欠席
鋸南 4 中邑　明俊 吉岡　諭史 清水　一成 幹事　堀田　了誓
館山ベイ 1 佐野　晴信 ○
茂原 2 2 幹事　髙橋　和伸 三谷　徹 山田　則彰 社会奉仕　渡辺　智志
東金 2 2 徳倉　基宏 菅原　裕輔 小林　信雄 秋葉 芳秀
大原 2 𠮷𠮷田　正子 浅野　吉朗
大多喜 欠席
成田空港南 2 倉石　昌治 国際奉仕　鈴木　匡哉
茂原中央 3 杉江　敏矢 横堀　喜一郎(財団） 幹事　居村　龍二郎
大網 ○
東金ビュー 1 安藤　泰健
銚子 1 国際奉仕宮内　秀章 ○
旭 欠席
八日市場 2 菱木　智仁 幹事　大久保　要治
銚子東 1 石毛　園子 ○
佐原 1 小森　康雄
多古 1 鎌形　憲一 ○
小見川 1 花香　勲 ○
佐原香取 欠席
成田 2 1 平山　秀樹 甲田　直弘 笠原　智
八街 1 竹村　信彦 竹村　信彦（兼） ○
印西 1 鈴木　治美 ○
白井 1 伊藤　善典 ○
冨里 3 宮内　美津男 村上　亮 幹事長　原　幸司
成田コスモポリタン 2 4 神谷　修一 田中　英之 萩原　康宏 澤田・菊池・岩澤
柏 2 落合　一美 今山　利猛
我孫子 1 3 藤本　行宣 倉持　洋平 小野　武弘 日暮保巳
柏西 2 ゲイビ　アデル 安田　勝紀
柏東 1 藤原　泰治
柏南 2 荒木　知太朗 クラブ幹事　米谷　昌紀 ○
習志野 2 2 弓削田　邦夫 渡邉　健敏 弓削田　邦夫（兼） 藤井　謙逸
八千代 2 君塚　欣哉 古川　洋 ○
佐倉 2 橋爪　卓博 会長エレクト黒澤達哉
八千代中央 1 土屋　信之 ○
四街道 2 村山、佐藤将司
習志野中央 2 中島　広明 鶴岡　健一 ○
佐倉中央 1 3 萩原　勇作 齋藤　初美（財団） 橋岡　久太郎（RRC) 野池AG
松戸 4 湯本　高之 大田原　慎一 鰐部　博明 織田幹事長 ○
松戸東 2 石田　庄一郎 ○ 髙橋AG
松戸北 3 1 大川　高明 小澤　直之 副会長　野澤　新之助 社会奉仕　大塚　精一
松戸中央 2 浦　昭二郎 入木田　健一 ○
松戸西 2 山本　沖 関口　貴之 ○
野田 3 浅野　泰泉 三浦　直哉 大澤　康人
流山 2 石川　智也 志見　壮一 ○
野田東
流山中央 1 1 池田　健太郎 野口　宏一
野田セントラル 3 高山　聡宏 栗原　利夫 森田精司 ○
習志野中央

千葉科学大学 1 佐藤　洋平

市原中央 1 タティトゥ　 ハン
千葉マリン

佐倉中央 1 椿　拓也
鴨川

8２クラブ＋6クラブ 78 106 地区役員５４名
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